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平
成
26
年
度
事
業
報
告

１

研
究
助
成

Ⅰ
「
仏
教
文
化
及
び
宗
教
文
化
に
関
す
る
研
究
」
の
テ
ー
マ
部
門

個
人
研
究

①
「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
編
成
に
よ
る
仏
教
音
楽
の
製
作
」

兼
担
研
究
員

安

村

好

弘

共
同
研
究

①
「
仏
教
讃
歌
に
み
ら
れ
る
言
語
理
解
と
音
楽
的
要
素
の
研
究

〜
演
奏
を
通
し
て
〜
」

研
究
代
表
者
・
兼
担
研
究
員

ガ
ハ
プ
カ

奈
美

研
究
協
力
者

竹

内

公

一

②
「『
正
信
念
佛

』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
構
築

｜
そ
の
２
」研

究
代
表
者
・
兼
担
研
究
員

深

見

友
紀
子

研
究
分
担
者
・
兼
担
研
究
員

黒

田

義

道

研
究
協
力
者

野

村

伸

夫

遠

山

和

大

③
「
香
月
院
深
励
の
『
浄
土
和
讃
講
義
』
の
翻
刻
」

研
究
代
表
者
・
兼
担
研
究
員

普

賢

保

之

研
究
協
力
者

戸

田

有

香

Ⅱ
「
人
文
・
社
会
・
自
然
の
各
分
野
に
お
け
る
研
究
」
の
テ
ー
マ
部
門

個
人
研
究

①
「
植
物
染
料
『H

en
n
a

』
の
羊
毛
に
対
す
る
染
着
性
と
挙
動

の
解
明
」

兼
担
研
究
員

坂

田

佳

子

共
同
研
究

①
「
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
初
等
・
中
等
教
育
段
階
に
お
け
る

『
宗
教
』
お
よ
び
『
家
庭
科
』
の
現
状
」

研
究
代
表
者
・
兼
担
研
究
員

表

真

美

研
究
分
担
者
・
兼
担
研
究
員

土
井

ギ
ー
ゼ
ラ

②
「
中
世
前
期
に
お
け
る
吏
僚
系
武
士
と
、
そ
の
地
方
社
会
に
お

け
る
文
化
活
動
に
関
す
る
研
究
」

研
究
代
表
者
・
専
任
研
究
員

野

口

実

研
究
協
力
者

岩

田

慎

平

坂

口

太

郎

畠

山

誠

山

本

み
な
み
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２

公
開
講
座

仏
教
文
化
公
開
講
座

日
時

平
成
二
十
六
年
十
月
十
八
日

土
）

午
後
一
時
〜
三
時
三
〇
分

場
所

京
都
女
子
大
学

礼
拝
堂
（
Ａ
校
舎
５
階
）

・
講
題
「
文
明
と
し
て
の
仏
教
｜
大
谷
探
検
隊
の
偉
業

か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
｜
」

講
師

谷
大
学
文
学
部
教
授
、

谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長

入

澤

崇

宗
教
・
文
化
研
究
所
公
開
講
座

Ⅰ

日
時

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
八
日

土
）

午
後
一
時
〜
五
時

場
所

京
都
女
子
大
学

Ｊ
校
舎
４
２
０
教
室

テ
ー
マ
「
京
に
上
る
東
国
武
士
、
鎌
倉
に
集
う
都
人
」

（
シ
リ
ー
ズ

東
山
か
ら
発
信
す
る
京
都
の
歴
史
と
文
化

）

・
講
題
「
京
都
か
ら
鎌
倉
に
集
う
人
び
と
｜
武
士
政
権

を
読
み
な
お
す
｜
」

講
師

立
命
館
大
学
非
常
勤
講
師

岩

田

慎

平

・
講
題
「
東
国
武
士
・
寺
院
の
活
動
と
京
都
｜
千
葉
氏

と
そ
の
周
辺
｜
」

講
師

専
修
大
学
教
授

湯

浅

治

久

司
会

本
学
宗
教

文
化
研
究
所
教
授野

口

実

Ⅱ

日
時

平
成
二
十
六
年
九
月
二
十
七
日

土
）

午
後
一
時
〜
四
時
三
十
分

場
所

京
都
女
子
大
学

礼
拝
堂
（
Ａ
校
舎
５
階
）

・
講
題
「
親
鸞
聖
人
の

三
部
経
千
部
読
誦

か
ら
何

を
学
ぶ
か
」

講
師

谷
大
学
文
学
部
講
師

井

上

見

淳

・
講
題
「
二
河
白
道
の
こ
こ
ろ
」

講
師

谷
大
学
文
学
部
教
授

杉

岡

孝

紀

３

研
究
紀
要
「
第
28
号
」

研
究
発
表

宗
教
教
育
考
｜
浄
土
真
宗
の
教
義
と
そ
の
表
現
方
法
に
つ
い

て
｜
（
二
）

小

池

秀

章

治
承
・
寿
永
内
乱
に
と
も
な
う
鎌
倉
勢
力
の
鎮
西
進
出
に
つ

い
て

野

口

実

天
然
染
料
「
ウ
コ
ン
」
の
色
素
ク
ル
ク
ミ
ン
の
染
着
性
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〜
水-

エ
タ
ノ
ー
ル
系
染
色
を
中
心
と
し
て
〜

坂

田

佳

子

宗
教
観
と
子
育
て
・
家
庭
教
育

表

真

美

「
正
信
念
佛

」
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
構
築

〜
そ
の
１

五
線
譜
化
へ
の
プ
ロ
セ
ス深

見

友
紀
子
他

仏
教
讃
歌
と
讃
美
歌
の
比
較
と
演
奏
〜
歌
詞
を
中
心
に
〜

ガ
ハ
プ
カ

奈
美
他

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
編
成
に
よ
る
仏
教
音
楽
『
悠
久
の
浪
漫
』

（
２
０
１
４
）

安

村

好

弘

平
成
二
十
五
年
度
宗
教
・
文
化
研
究
所
公
開
講
座
講
演
録
要
旨

保
元
の
乱
か
ら
平
氏
政
権
崩
壊
ま
で
の
摂
関
家
に
つ
い
て

樋

口

健
太
郎

中
世
〜
近
世
に
お
け
る
近
衛
家
と
島
津
氏
の
交
流

金

井

静

香

平
成
二
十
五
年
度
仏
教
文
化
公
開
講
座
講
演
録
要
旨

お
釈

さ
ま
か
ら
阿
弥
陀
さ
ま
へ

丘

山

新

４

研
究
所
だ
よ
り

第
59
号
（
七
月
発
行
）

第
60
号
（
二
月
発
行
）
第
二
十
九
回
懸
賞
論
文
発
表

５

懸
賞
論
文
募
集

テ
ー
マ

（
京
都
女
子
大
学
・
京
都
女
子
大
学
大
学
院
生
）

親
鸞
の
思
想
、
仏
教
思
想
や
宗
教
思
想
等
あ
る
い
は
現

代
社
会
の
直
面
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
、

宗
教
の
視
点
も
加
え
て
論
評
し
た
も
の
。
た
と
え
ば
性
差

別
や
生
命
倫
理
の
問
題
、
地
球
環
境
、
国
際
関
係
、
Ｉ
Ｔ

の
普
及
、
少
年
犯
罪
や
カ
ル
ト
宗
教
を
め
ぐ
る
問
題
な
ど

に
関
す
る
も
の
。
題
は
自
由
。
ま
た
、
エ
ッ
セ
イ
の
形
式

で
も
可
。

（
京
都
女
子
高
等
学
校
生
徒
）

１

私
と
宗
教

２

釈
尊
に
学
ぶ
も
の

３

親
鸞
聖
人
に
学
ぶ
も
の

題
は
自
由
に
つ
け
て
下
さ
い
。
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（
京
都
女
子
中
学
校
生
徒
）

１

私
と
宗
教

２

お
し
ゃ
か
さ
ま
と
私

３

親
鸞
さ
ま
と
私

題
は
自
由
に
つ
け
て
下
さ
い
。

（
京
都
女
子
大
学
附
属
小
学
校
児
童
）

「
ほ
と
け
さ
ま
の
こ
と
」「
お
し
ゃ
か
さ
ま
の
こ
と
」「
し
ん

ら
ん
さ
ま
の
こ
と
」
に
つ
い
て
書
い
て
く
だ
さ
い
。
題
は
自

由
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

（
京
都
幼
稚
園
園
児
）

み
ほ
と
け
さ
ま
の
絵

平
成
二
十
六
年
度
報
告

応
募
数

665
編

大
学
・
大
学
院
生

25
編

高
校
生

95
編

中
学
生

10
編

小
学
生

488
編

幼
稚
園

47
編

入
選
者

76
編

大
学
・
大
学
院
生
の
部

優
秀
作

１
編

秀
作

２
編

佳
作

３
編

努
力
賞

６
編

高
校
生
の
部

優
秀
作

１
編

秀
作

２
編

佳
作

７
編

中
学
生
の
部

優
秀
作

１
編

秀
作

２
編

佳
作

１
編

小
学
生
の
部

金
賞

13
編

銀
賞

27
編

幼
稚
園
の
部

入
賞

10
編

６

宗
教
・
文
化
研
究
所
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
活
動

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

テ
ー
マ：

中
世
前
期
の
社
会
と
文
化

内
容
及
び
日
時

①
史
料
講
読
会
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『
吾
妻
鏡
』
講
読
（
主
に
歴
史
学
専
攻
者
対
象
）

通
年

毎
週
木
曜
日

午
後
三
時
〜
七
時

『
吾
妻
鏡
』
講
読
（
主
に
国
文
学
専
攻
者
対
象
）

後
期

月
に
１
・
２
回

午
後
二
時
〜
五
時

②
研
究
発
表
会

平
成
二
十
六
年
四
月
十
日

卒
論
発
表
会

「
中
世
法
制
史
料
に
み
ら
れ
る
武
力
」

奈
良
女
子
大
学
大
学
院
生

大

島

佳

代

「
武
士
の
倫
理
観
｜
人
を
殺
す
精
神
｜
」

奈
良
女
子
大
学
大
学
院
生

山

浦

沙

織

平
成
二
十
六
年
六
月
十
九
日

宗
教
・
文
化
研
究
所
公
開
講
座
の
事
前
勉
強
会

平
成
二
十
六
年
九
月
十
一
日

書
評
会

『
中
世
の
人
物

第
二
巻

治
承
〜
文
治
の
内
乱
と
鎌
倉
幕
府
の
成
立
』

野
口
実
編

平
成
二
十
六
年
十
月
二
日

書
評
会

『
中
世
の
人
物

第
三
巻

公
武
権
力
の
変
容
と
仏
教
界
』
平
雅
行
編

平
成
二
十
六
年
十
一
月
六
日

研
究
報
告
会

「
四
国
の
治
承
・
寿
永
内
乱
」

谷
大
学
大
学
院
生

下

石

敬
太
郎

平
成
二
十
六
年
十
二
月
四
日

研
究
報
告
会

「
崇
徳
上
皇
配
流
に
関
す
る
考
察
」

奈
良
女
子
大
学
四
回
生

窪

田

裕

美

平
成
二
十
六
年
十
二
月
二
十
日

公
開
研
修
会

「
摂
関
期
貴
族
社
会
に
お
け
る
陸
奥
国
の
位
置
づ

け
」

宮
城
県
立
東
北
歴
史
博
物
館
学
芸
員

滑

川

敦

子

③
調
査
旅
行

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
五
〜
二
十
七
日

ゼ
ミ
メ
ン
バ
ー
の
有
志
が
個
人
旅
行
の
形
で
、
研
究

所
共
同
研
究
に
よ
る
鎌
倉
調
査
旅
行
に
随
行
。

④
そ
の
他

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
た
研
究
所
主

催
の
公
開
講
座
に
際
し
て
は
、
例
年
の
よ
う
に
、
そ
の
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実
施
に
あ
た
っ
て
積
極
的
に
協
力
し
、
講
師
と
の
懇
談

会
・
懇
親
会
を
実
施
し
た
。

７

そ
の
他

資
料
サ
ー
ビ
ス

図
書
・
視
聴
覚
資
料
の
貸
出
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編

集

後

記

◇
こ
こ
に
「
研
究
紀
要
」
第
二
十
九
号
を
発
刊
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
は
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回

も
各
先
生
方
か
ら
、
多
岐
に
わ
た
る
研
究
分
野
の
成
果
を
寄
稿
い
た
だ
き
、

深
く
感
謝
致
し
ま
す
。

◇
平
成
二
十
六
年
度
の
宗
教
・
文
化
研
究
所
公
開
講
座
は
「
京
に
上
る
東
国

武
士
、
鎌
倉
に
集
う
都
人
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
立
命
館
大
学
講
師

の
岩
田
慎
平
先
生
に
「
京
都
か
ら
鎌
倉
に
集
う
人
び
と
｜
武
士
政
権
を
読

み
な
お
す
｜
」
と
題
し
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
専
修
大
学
教

授
の
湯
浅
治
久
先
生
に
「
東
国
武
士
・
寺
院
の
活
動
と
京
都
｜
千
葉
氏
と

そ
の
周
辺
｜
」
と
題
し
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
平
成
二
十
六
年
度
の
仏
教
文
化
公
開
講
座
で
は
、

谷
大
学
文
学
部
教
授
、

谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長
（
当
時
）
の
入
澤
崇
先
生
に
「
文
明
と
し
て
の

仏
教
｜
大
谷
探
検
隊
の
偉
業
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
｜
」
と
題
し
て
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
い
ず
れ
の
公
開
講
座
も
た
く
さ
ん
の
聴
衆
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ

れ
の
先
生
の
お
話
を
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
主
催
者
と

し
て
御
礼
申
し
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
今
後
も
よ
り
多
く
の
先
生
方
に
「
仏
教
文
化
を
中
心
に
広
く
宗
教
と
文
化

に
関
す
る
研
究
を
推
進
し
、
も
っ
て
学
術
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
」
と
い
う
当
研
究
所
の
設
立
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
多
く

の
研
究
申
請
が
出
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
研
究
紀
要
」
第
二
十
九
号

平
成
二
十
八
年
二
月
十
日

印
刷

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

発
行

京

都

女

子

大

学

宗
教
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文
化
研
究
所

所
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森
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眞
円

〠
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五

電
話

〇
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通
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所

株
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会
社
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京
都
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京
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